
今後の「在り方懇」の進め方（案） 

 

 

○第 36 回会合（4 月 17 日） 

・国債管理政策史 

・国債市場の流動性維持・向上 

 -国債市場の流動性等について 

 -国債市場の流動性維持・向上のための取組み 

・海外 IR・国際会議等の現状報告 

 

 

○第 37 回会合（6 月頃？） 

・「議論の整理」フォローアップ 

・財政の現状②（Ｐ） 

・国際金融規制（バーゼル規制）を巡る動き②（Ｐ） 

 

資料⑤ 


